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﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

は
じ
め
に

﹃
古
事
記
﹄
上
巻
の
天
石
屋
戸
段
で
は
、
天
石
屋
戸
に
籠
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス

を
招
き
だ
す
た
め
に
高
天
の
原
の
神
々
が
様
々
な
活
動
を
行
う
。
そ
の
中
の

﹁
八
百
万
神
﹂
が
﹁
天
児
屋
命
﹂
と
﹁
布
刀
玉
命
﹂
を
使
役
し
て
行
わ
せ
る
﹁
ウ

ラ
ナ
ヒ
マ
カ
ナ
フ
﹂
と
い
う
行
為
は
、
神
々
が
工
夫
し
隠
れ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
︵
日

神
︶

1

を
取
り
戻
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
天
石
屋
戸
神
話
が
語
ら
れ
る
﹃
日
本
書
紀
﹄

第
七
段
の
諸
伝
に
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂

は
高
天
原
や
国
家
で
重
大
な
問
題
が
発
生
し
た
際
に
行
わ
れ
て
お
り
、
本
段
で
も

問
題
の
解
決
に
あ
た
り
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
と
い
う
手
段
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
偶

然
で
は
あ
る
ま
い
。

本
稿
で
は
、﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
諸
伝
と
の
比
較
を
通
し
て
﹃
古
事
記
﹄
天

石
屋
戸
段
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
本
段
に
お
い
て
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
﹃
古
事
記
﹄
の
構
想
上
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
の
か
を
検
討

し
て
い
く
。

一
、『
古
事
記
』
天
石
屋
戸
段
の
構
造

は
じ
め
に
、﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
籠
っ
た
直
後
か
ら

高
天
原
に
復
帰
す
る
ま
で
の
本
文
を
掲
げ
る
。

是
以
、
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
、
神
集
々
而
、︽
訓
集
云
都
度
比
。︾
高
御

産
巣
日
神
之
子
、
思
金
神
令
思
︽
訓
金
云
加
尼
。︾
而
、
集
常
世
長
鳴
鳥
、

令
鳴
而
、
取
天
安
河
之
河
上
之
天
堅
石
、
取
天
金
山
之
鐵
而
、
求
鍛
人
天
津

麻
羅
而
、︽
麻
羅
二
字
以
音
。︾
科
伊
斯
許
理
度
賣
命
、︽
自
伊
下
六
字
以
音
。︾

令
作
鏡
、
科
玉
祖
命
、
令
作
八
尺
勾

之
五
百
津
之
御
湏
麻
流
之
珠
而
、
召

天
兒
屋
命
・
布
刀
玉
命
︽
布
刀
二
字
以
音
。
下
效
此
。︾
而
、
内
拔
天
香
山

之
真
男
鹿
之
肩
拔
而
、
取
天
香
山
之
天
之
波
々
迦
︽
此
三
字
以
音
。
木
名
。︾

而
、
令
占
合
麻
迦
那
波
而
、︽
自
麻
下
四
字
以
音
。︾
天
香
山
之
五
百
津
真
賢

木
矣
、
根
許
士
尒
許
士
而
、︽
自
許
下
五
字
以
音
。︾
於
上
枝
、
取
著
八
尺
勾

之
五
百
津
之
御
湏
麻
流
之
玉
、
於
中
枝
、
取
繋
八
尺
鏡
、︽
訓
八
尺
云
八

阿
多
。︾
於
下
枝
、
取
垂
白
丹
寸
手
・
青
丹
寸
手
而
、︽
訓
垂
云
志
殿
。︾
此

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
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研
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科
紀
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五
六

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

種
々
物
者
、
布
刀
玉
命
、
布
刀
御
幣
登
取
持
而
、
天
兒
屋
命
、
布
刀
詔
戸
言

禱
白
而
、
天
手
力
男
神
、
隠
立
戸
掖
而
、
天
宇
受
賣
命
、
手
次
繋
天
香
山
之

天
之
日
影
而
、
為

天
之
真
拆
而
、
手
草
結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
、︽
訓
小

竹
云
佐
々
。︾
於
天
之
石
屋
戸
伏
汙
氣
而
︽
此
二
字
以
音
。︾
蹈
登
杼
呂
許
志

︽
此
五
字
以
音
。︾
為
神
懸
而
、
掛
出
胸
乳
、
裳
緒
忍
垂
於
番
登
也
。
尒
、
高

天
原
動
而
、
八
百
万
神
共
咲
。
於
是
、
天
照
大
御
神
以
為
恠
、
細
開
天
石
屋

戸
而
、
内
告
者
、﹁
因
吾
隠
坐
而
、
以
為
天
原
自
闇
、
亦
葦
原
中
國
、
皆
闇

矣
、
何
由
以
、
天
宇
受
賣
者
為
樂
、
亦
八
百
万
神
諸
咲
。﹂
尒
、
天
宇
受
賣

白
言
、﹁
益
汝
命
而
貴
神
坐
故
、
歓
喜
咲
樂
。﹂、
如
此
言
之
間
、
天
兒
屋
命
・

布
刀
玉
命
、
指
出
其
鏡
、
示
奉
天
照
大
御
神
之
時
、
天
照
大
御
神
、
逾
思
奇

而
、
稍
自
戸
出
而
、
臨
坐
之
時
、
其
所
隠
立
之
天
手
力
男
神
、
取
其
御
手
引

出
即
、
布
刀
玉
命
、
以
尻
久
米
︽
此
二
字
以
音
。︾
縄
、
控
度
其
御
後
方
白
言
、

﹁
従
此
以
内
、
不
得
還
入
。﹂
故
、
天
照
大
御
神
出
坐
之
時
、
高
天
原
及
葦
原

中
国
、
自
得
照
明
。

﹁
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
、
神
集
集
而
﹂
に
始
ま
り
、
天
宇
受
賣
命
の
﹁
裳

緒
忍
垂
於
番
登
也
﹂
に
至
る
ま
で
の
神
々
の
活
動
は
、
助
辞
﹁
而
﹂
が
重
ね
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
続
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
而
﹂
の
連
続
使

用
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
﹃
古
事
記
﹄
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が
﹁
そ
の
叙
述
は
、﹃
神

集
ひ
集
ひ
て
﹄
に
始
り
、﹃
て
﹄
で
神
々
の
行
動
を
つ
な
い
で
い
っ
て
、﹃
裳
の
緒

を
ほ
と
に
忍
し
垂
れ
き
﹄
に
至
る
長
大
な
一
文
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
繰
り
返
さ

れ
る
﹃
て
﹄
は
、
原
文
で
は
﹃
而
﹄
で
表
記
さ
れ
る
。
素
朴
に
み
え
る
が
、
そ
れ

は
、
伝
承
の
文
体
な
ど
で
は
な
く
、
訓
主
体
の
表
記
の
な
か
で
﹃
而
﹄
で
意
味
単

位
を
標
示
し
、
理
解
を
確
保
す
る
と
こ
ろ
で
獲
得
さ
れ
た
文
体
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。﹂
と
述
べ
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
⋮
而
﹂
の
形
式
で
記
述

さ
れ
る
各
節
を
一
つ
の
活
動
・
仕
事
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

た
見
方
に
基
づ
き
、
神
々
の
諸
活
動
を
助
辞
﹁
而
﹂
を
基
準
に
次
の
よ
う
に
整
理

し
た
。︵
訓
注
略
︶

①
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
、
神
集
々
而
、

②
高
御
産
巣
日
神
之
子
、
思
金
神
令
思
而
、

③
集
常
世
長
鳴
鳥
、
令
鳴
而
、

④
取
天
安
河
之
河
上
之
天
堅
石
、
取
天
金
山
之
鐵
而
、

⑤
求
鍛
人
天
津
麻
羅
而
、

⑥
科
伊
斯
許
理
度
賣
命
、
令
作
鏡
、

⑦
科
玉
祖
命
、
令
作
八
尺
勾

之
五
百
津
之
御
湏
麻
流
之
珠
而
、

⑧
召
天
兒
屋
命
・
布
刀
玉
命
而
、

⑨
内
拔
天
香
山
之
真
男
鹿
之
肩
拔
而
、

⑩
取
天
香
山
之
天
之
波
々
迦
而
、

⑪
令
占
合
麻
迦
那
波
而
、

⑫
天
香
山
之
五
百
津
真
賢
木
矣
、
根
許
士
尒
許
士
而
、

⑬  
於
上
枝
、
取
著
八
尺
勾

之
五
百
津
之
御
湏
麻
流
之
玉
、
於
中
枝
、
取
繋

八
尺
鏡
、
於
下
枝
、
取
垂
白
丹
寸
手
・
青
丹
寸
手
而
、

⑭
此
種
々
物
者
、
布
刀
玉
命
、
布
刀
御
幣
登
取
持
而
、

⑮
天
兒
屋
命
、
布
刀
詔
戸
言
禱
白
而
、



五
七

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

⑯
天
手
力
男
神
、
隠
立
戸
掖
而
、

⑰
天
宇
受
賣
命
、
手
次
繋
天
香
山
之
天
之
日
影
而
、

⑱
為

天
之
真
拆
而
、

⑲
手
草
結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
、

⑳
於
天
之
石
屋
戸
伏
汙
氣
而

㉑
蹈
登
杼
呂
許
志
為
神
懸
而
、

㉒
掛
出
胸
乳
、
裳
緒
忍
垂
於
番
登
也
。

改
め
て
本
文
の
構
造
を
確
認
す
る
と
、
始
め
に
﹁
八
百
万
神
﹂
が
集
会
し
、
次

い
で
傍
線
を
引
い
た
神
々
が
個
別
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
、
と
い
う
流
れ
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
、﹁
八
百
万
神
﹂
を
主
語
と
し
た
と
き
に
動
詞

に
相
当
す
る
部
分
を
四
角
で
囲
っ
て
み
る
と
、
天
児
屋
命
、
布
刀
玉
命
を
召
し
て

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
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と
あ
る
の
を
最
後
に
、
八
百
万
神
に
よ
る
使
役
行
動
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
﹁
令
む
﹂﹁
科
す
﹂﹁
召
す
﹂
な
ど
の
表
現
が
み
ら
れ
な
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
と
に
続
く
布
刀
玉
命
、
天
児
屋
命
、
天
手
力
男
神
、
天

宇
受
賣
命
の
諸
活
動
に
つ
い
て
は
、
文
体
の
う
え
で
は
被
使
役
行
動
で
は
な
く
自

主
的
行
動
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
体
上
の
差
異
は
、﹁
令
占
合
麻
迦
那

波
而
﹂
の
語
を
境
に
神
々
の
行
動
基
準
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、

と
す
れ
ば
、
そ
の
変
化
の
き
っ
か
け
は
八
百
万
神
が
天
児
屋
命
と
布
刀
玉
命
を
召

し
て
﹁
占
合
ひ
ま
か
な
は
し
め
︵
令
占
合
麻
迦
那
波
︶﹂
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

﹁
ウ
ナ
ラ
ヒ
マ
カ
ナ
フ
﹂
の
語
構
成
は
﹁
ウ
ラ
ナ
フ
﹂
＋
﹁
マ
カ
ナ
フ
﹂
で
あ

ろ
う
。﹁
ウ
ラ
﹂
ま
た
動
詞
﹁
ウ
ラ
ナ
フ
﹂
に
つ
い
て
は
、
辞
書
等

4

で
は
﹁
吉
凶

を
判
断
す
る
こ
と
﹂﹁
事
物
に
あ
ら
わ
れ
る
現
象
や
兆
候
に
よ
っ
て
、
疑
問
の
点

を
た
だ
し
た
り
、
事
の
成
否
や
吉
凶
を
予
想
し
た
り
判
定
し
た
り
す
る
方
法
﹂
な

ど
と
説
明
さ
れ
る
。﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
﹁
ウ
ラ
﹂
は
、
こ
の
天
石
屋
戸
段
の

ほ
か
に
﹁
布
斗
麻
迩
尓
卜
相
﹂︵
上
巻
︶、﹁
布
斗
摩
迩
々
占
相
﹂︵
中
巻
・
垂
仁
︶

な
ど
の
例
が
あ
り
、
本
段
の
﹁
占
合
﹂
に
つ
い
て
も
直
前
に
﹁
内
抜
天
香
山
之
真

男
鹿
抜
而
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
鹿
の
骨
を
用
い
た
﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂

5

と
い
う
様
式
の

卜
占
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
続
く
﹁
麻
迦
那
波
﹂
に
つ
い
て
、﹁
麻
迦
那
波
﹂
は
使
役
の
助
動
詞
﹁
し

む
﹂
に
接
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
四
段
活
用
動
詞
﹁
マ
カ
ナ
フ
﹂
の
未
然
形
と
考

え
ら
れ
る
が
、﹃
古
事
記
﹄
中
に
は
ほ
か
に
訓
表
記
の
例
が
存
在
せ
ず
、
孤
例
と

な
っ
て
い
る
。
動
詞
﹁
マ
カ
ナ
フ
﹂
に
つ
い
て
は
、﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代

編
﹄

6

に
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ま
か
な
ふ
［
擬
］︵
動
四
︶
あ
ら
か
じ
め
は
か
り
待
つ
。
整
え
備
え
る
。
辞

書
の
例
以
外
は
他
の
動
詞
と
複
合
し
て
、
～
す
る
準
備
を
す
る
・
あ
ら
か
じ

め
～
す
る
の
意
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

本
段
の
﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
﹂
で
は
、﹁
占
合
﹂
の
目
的
は
本
文
中
に
明
示
さ

れ
て
い
な
い
が
、﹁
占
合
﹂＋﹁
麻
迦
那
波
﹂
と
い
う
語
構
成
か
ら
考
え
て
、﹁
麻

迦
那
波
﹂
の
対
象
は
﹁
占
合
﹂
の
結
果
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
つ
も
の
と
推
測

で
き
る
。
ま
た
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、﹁
令
﹂﹁
科
﹂﹁
召
﹂
な
ど
の
使
役
動

詞
が
こ
の
﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
以
後
使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

語
︵
活
動
︶
を
境
に
神
々
の
行
動
基
準
が
変
化
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
す
れ
ば
、



五
八

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

本
段
で
の
﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
は
、﹁
占
合
﹂
に
よ
っ
て
、
続
く
祭
式
の
準

備
を
さ
せ
た
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
天
安
之
河
原
に
集
っ
た

八
百
万
神
は
、
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
に
ア
マ
テ
ラ
ス
を
招
く
祭
式
の
方
針
を
占

わ
せ
、
以
降
は
占
い
の
結
果
に
従
い
祭
式
の
準
備
を
す
す
め
た
と
み
れ
ば
、﹁
令

占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
よ
り
後
に
は
八
百
万
神
に
よ
る
使
役
行
動
が
み
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
に
も
一
応
の
説
明
が
つ
く
。

し
た
が
っ
て
、
本
段
に
お
け
る
﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
以
降
の
神
々
の
活
動

は
、﹁
八
百
万
神
﹂
や
特
定
の
神
の
意
思
で
は
な
く
、﹁
占
合
﹂
の
結
果
と
し
て
得

ら
れ
た
、
い
わ
ば
﹁
神
意
﹂
と
で
も
よ
ぶ
べ
き
も
の
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。二

、
記
紀
の
天
石
屋
戸
神
話

﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
け
る
高
天
原
の
神
々
の
関
係
性
を
考
え
る
に
あ

た
っ
て
、
当
段
と
類
似
し
た
所
伝
を
有
す
る
﹃
日
本
書
紀
﹄
神
代
巻
第
七
段
︿
正

文
﹀
及
び
一
書
群
と
の
比
較
を
試
み
る
。
以
下
、﹃
日
本
書
紀
﹄
神
代
巻
第
七
段

諸
伝
の
一
部
を
掲
げ
る
。
な
お
、
北
川
和
秀
氏
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の
分
類
に
し
た
が
い
、︵
a
︶
は

ア
マ
テ
ラ
ス
を
﹁
天
照
大
神
﹂
と
表
記
す
る
a
系
所
伝
、︵
b
︶
は
ア
マ
テ
ラ
ス

を
﹁
日
神
﹂
と
表
記
す
る
b
系
所
伝
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
天
石
屋
戸
神
話
諸
伝

︿
正
文
﹀︵
a
︶

于
時
八
十
万
神
会
合
於
天
安
河
辺
、
計
其
可
禱
之
方
。
故
思
兼
神
深
謀
遠
慮
、

遂
聚
常
世
之
長
鳴
鳥
、
使
互
長
鳴
、
亦
以
手
力
雄
神
立
磐
戸
之
側
、
而
中
臣

連
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部
遠
祖
太
玉
命
、
掘
天
香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹
、
而

上
枝
繋
八
坂
瓊
之
五
百
箇
御
統
、
中
枝
繋
八
咫
鏡
、
下
枝
懸
青
和
弊
・
白
和

弊
、
相
与
致
其
祈
禱
焉
。
又
猿
女
君
遠
祖
天
鈿
女
命
、
則
手
持
茅
纏
之
矟
、

立
於
天
石
窟
戸
之
前
、
巧
作
俳
優
。
亦
以
天
香
山
之
真
坂
樹
為
鬘
、
以
蘿
為

手
襁
、
而
火
処
焼
、
覆
槽
置
顕
神
名
之
憑
談
。
是
時
天
照
大
神
聞
之
而
曰
、

吾
比
閉
天
石
窟
、
謂
当
豊
葦
原
中
国
必
為
長
夜
云
何
天
鈿
女
命
嗜
楽
如
此
者

乎
、
乃
以
御
手
細
開
磐
戸
窺
之
。
⋮

︿
一
書
第
一
﹀︵
a
︶

故
会
八
十
万
神
於
天
高
市
而
問
之
。
時
高
皇
産
霊
之
息
思
兼
神
云
者
。
有
思

慮
之
智
。
乃
思
而
白
曰
、
宜
図
造
彼
神
之
象
、
而
奉
招
禱
也
。
故
即
以
石
凝

姥
為
冶
工
、
採
天
香
山
之
金
以
作
日
矛
。
又
全
剥
真
名
鹿
之
皮
以
作
天
羽
鞴
。

用
此
奉
造
之
神
、
是
即
紀
伊
國
所
坐
日
前
神
也
。
石
凝
姥
、
此
云
伊
之
居
梨

度
咩
。
全
剥
、
此
云
宇
都
播
伎
。

︿
一
書
第
二
﹀︵
b
︶

于
時
諸
神
憂
之
、
乃
使
鏡
作
部
遠
祖
天
糠
戸
者
造
鏡
、
忌
部
遠
祖
太
玉
者
造

幣
、
玉
作
部
遠
祖
豊
玉
者
造
玉
。
又
使
山
雷
者
採
五
百
箇
真
坂
樹
八
十
玉
籤
、

野
槌
者
採
五
百
箇
野
薦
八
十
玉
籤
。
凡
此
諸
物
皆
来
聚
集
。
時
中
臣
遠
祖
天

児
屋
命
、
則
以
神
祝
祝
之
。
於
是
日
神
方
開
磐
戸
而
出
焉
。
⋮

︿
一
書
第
三
﹀︵
b
︶

至
於
日
神
閉
居
于
天
石
窟
也
、
諸
神
遣
中
臣
連
遠
祖
興
台
産
霊
児
天
児
屋
命

而
使
祈
焉
。
於
是
天
児
屋
命
掘
天
香
山
之
真
坂
木
、
而
上
枝
懸
以
鏡
作
遠
祖

伊
弉
諾
尊
児
天
明
玉
所
作
八
坂
瓊
之
曲
玉
、
下
枝
懸
以
粟
国
忌
部
遠
祖
天
日



五
九

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

鷲
所
作
木
綿
、
乃
使
忌
部
首
遠
祖
太
玉
命
執
取
、
而
広
厚
稱
辞
祈
啓
矣
。
于

時
日
神
聞
之
曰
、
頃
者
人
雖
多
請
、
未
有
若
此
言
之
麗
美
者
也
、
乃
細
開
磐

戸
而
窺
之
。
⋮

北
川
和
秀
氏
は
、﹃
日
本
書
紀
﹄
神
代
巻
第
四
段
か
ら
第
十
段
の
︿
正
文
﹀
と

一
書
群
を
、
神
名
等
の
固
有
名
詞
の
表
記
法
を
も
と
に
ア
マ
テ
ラ
ス
を
﹁
天
照
大

神
﹂
と
表
記
す
る
a
系
、﹁
日
神
﹂
と
表
記
す
る
b
系
と
に
分
類
し
、﹁
a
の
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
本
文
は
、
そ
の
内
容
が
b
の
グ
ル
ー
プ
の
内
容
に
比
べ
て
古
事

記
に
極
め
て
近
い
﹂
こ
と
を
指
摘
し
た
。
氏
が
グ
ル
ー
プ
分
け
に
際
し
﹁
手
が
か

り
﹂
と
し
た
名
詞
を
第
七
段
に
限
定
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
a
系
︵
正
文
、
一
書
第

一
︶＝
天
照
大
神
・
高
天
原
・
八
十
万
神
、
b
系
︵
一
書
第
二
、一
書
第
三
︶＝
日

神
・
天
原
・︵
八
十
︶
諸
神
と
な
る
。
な
お
b
系
﹁︵
八
十
︶
諸
神
﹂
に
つ
い
て

は
、﹁
八
十
諸
神
﹂
の
表
記
が
見
え
る
の
は
第
九
段
の
み
で
あ
る
の
で
、
第
七
段

に
関
し
て
は
a
﹁
八
十
万
神
﹂
と
b
﹁
諸
神
﹂
と
の
対
応
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と

と
な
る
。

﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
諸
伝
を
み
る
と
、
登
場
す
る
神
々
と
そ
の
活
動
、
用
意

さ
れ
る
物
品
な
ど
に
は
様
々
な
異
同
が
あ
る
が
、﹃
古
事
記
﹄
の
よ
う
に
﹁
ウ
ラ

ナ
ヒ
﹂
が
行
わ
れ
る
所
伝
は
、︿
一
書
第
一
﹀
に
続
く
べ
き
部
分
が
︵
あ
る
と
す

れ
ば
︶
不
明
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
一
つ
も
存
在
し
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
、
天
石
屋
戸
神
話
全
体
が
語
ら
れ
る
︿
正
文
﹀︿
一
書
第
二
﹀︿
一
書
第
三
﹀

に
、﹁
忌
部
の
遠
祖
﹂
で
あ
る
﹁
太
玉
︵
命
︶﹂
と
﹁
中
臣
連
の
遠
祖
﹂
で
あ
る
﹁
天

児
屋
命
﹂
が
登
場
す
る
こ
と
が
共
通
す
る
が
、︿
一
書
第
二
﹀
に
お
い
て
は
﹁
諸
神
﹂

が
﹁
天
糠
戸
﹂﹁
太
玉
﹂
な
ど
の
神
々
を
使
役
し
、
物
品
が
揃
っ
た
段
階
で
﹁
天

児
屋
命
﹂
が
﹁
神
祝
祝
之
﹂
と
あ
り
、︿
一
書
第
三
﹀
で
は
、﹁
諸
神
﹂
が
冒
頭
で

﹁
天
児
屋
命
﹂
に
祈
禱
を
依
頼
し
、﹁
天
児
屋
命
﹂
が
﹁
太
玉
命
﹂
含
む
神
々
と
準

備
を
行
い
﹁
広
厚
稱
辞
祈
啓
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
b
系
所
伝
で
は
特
に
﹁
天
児

屋
命
﹂
が
祭
式
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、︿
正

文
﹀
で
は
、﹁
中
臣
連
遠
祖
天
児
屋
命
、
忌
部
遠
祖
太
玉
命
﹂
が
﹁
相
与
致
其
祈
禱
﹂

と
あ
り
、﹁
天
児
屋
命
﹂
と
﹁
太
玉
命
﹂
は
ほ
ぼ
同
等
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
も
、
こ

の
二
神
は
﹁
召
天
児
屋
命
・
布
刀
玉
命
﹂
と
並
列
表
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、﹃
古
事
記
﹄
同
様
﹁
思
金
︵
兼
︶
神
﹂
が
登
場
す
る

の
は
︿
正
文
﹀︿
一
書
第
一
﹀
で
あ
り
、
第
七
段
に
お
い
て
も
、
北
川
氏
の
指
摘

の
と
お
り
要
素
の
有
無
と
い
う
点
で
い
え
ば
a
系
所
伝
が
よ
り
﹃
古
事
記
﹄
に
近

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

次
に
、
神
々
の
関
係
性
に
つ
い
て
整
理
す
る
。﹃
古
事
記
﹄
と
同
様
に
神
々
が

集
会
す
る
の
は
、
a
系
所
伝
で
あ
る
︿
正
文
﹀︿
一
書
第
一
﹀
で
あ
る
が
、︿
一
書

第
一
﹀
は
﹁
会
八
十
万
神
於
天
高
市
而
問
之
﹂
と
あ
り
、
何
者
か
に
﹁
八
十
万
神
﹂

が
召
集
さ
れ
た
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
召
集
者
に
つ
い
て
は
、
西

郷
信
綱
氏
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が
﹃
古
事
記
注
釈
﹄
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
と
よ
り
こ
の
言
外
の
主
格
は
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
だ
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
古

事
記
の
場
合
も
、
思
金
神
が
単
独
で
な
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
と
し
て
出
て

く
る
の
は
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
背
後
に
控
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
タ
カ
ミ

ム
ス
ヒ
は
、
天
之
御
中
主
、
神
産
巣
日
と
と
も
に
い
わ
ゆ
る
造
化
三
神
に



六
〇

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

ぞ
く
し
、
天
地
の
始
め
高
天
の
原
に
成
っ
た
神
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
段
以

降
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
は
天
照
大
神
と
対
に
な
っ
て
、
天
孫
降
臨
の
こ
と
を
は

じ
め
大
事
を
と
り
し
き
る
神
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
し
て
く
る
。
書
紀
の
ほ

う
で
は
む
し
ろ
、
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
が
天
照
大
神
を
出
し
ぬ
き
単
独
の
司
令
者

に
な
っ
て
い
る
傾
向
さ
え
強
い
。
こ
れ
ら
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
す
る
か
。

そ
の
解
答
を
今
す
ぐ
出
す
こ
と
は
で
き
ぬ
が
、
以
下
の
物
語
を
読
み
進
む
上

で
、
ま
た
記
紀
を
比
較
す
る
上
で
、
こ
れ
は
一
つ
の
大
事
な
問
題
点
に
な
る

は
ず
で
あ
る
。

︿
一
書
第
一
﹀
の
文
中
で
明
記
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
実
際
の
と
こ
ろ
召
集
者

の
特
定
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、﹃
古
事
記
﹄
も

﹁
高
御
産
巣
日
神
之
子
、
思
金
神
令
思
而
﹂
と
し
て
、﹃
日
本
書
紀
﹄︿
一
書
第
一
﹀

と
同
じ
く
思
金
神
の
素
性
を
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
姿
勢

を
み
せ
て
い
る
。
と
は
い
え
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
八
百
万
神
は
自
主
的
に
行

動
す
る
集
団
と
さ
れ
、
ま
た
思
金
神
は
八
百
万
神
の
命
令
に
従
っ
て
思
案
し
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
同
じ
く
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
名
を
掲
出
す
る
所
伝
で
あ
っ
て

も
、
両
者
の
性
格
は
大
き
く
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀
で
は
、﹁
思
兼
神
﹂
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
だ
と
い
う

記
述
は
み
ら
れ
ず
、
自
ら
﹁
深
謀
遠
慮
﹂
し
、﹁
常
世
之
長
鳴
鳥
﹂﹁
手
力
雄
神
﹂

を
使
役
し
て
い
る
が
、
文
体
上
、﹁
中
臣
連
遠
祖
天
児
屋
命
﹂
と
﹁
忌
部
遠
祖
太

玉
命
﹂
は
﹁
思
兼
神
﹂
に
使
役
さ
れ
て
お
ら
ず
、﹁
掘
天
香
山
之
五
百
箇
真
坂
樹
﹂

か
ら
﹁
相
与
致
其
祈
禱
﹂
ま
で
の
活
動
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
。﹁
天
児
屋
命
﹂

と
﹁
太
玉
命
﹂
に
つ
い
て
は
、﹃
日
本
書
紀
﹄
第
九
段
︿
一
書
第
二
﹀
に
﹁
⋮
乃

使
太
玉
命
、
以
弱
肩
被
太
手
襁
、
而
代
御
手
以
祭
此
神
者
、
始
起
於
此
矣
。
且

天
児
屋
命
主
神
事
之
宗
源
者
也
。
故
俾
以
太
占
之
卜
事
而
奉
仕
焉
﹂
と
あ
る
よ

う
に
、
天
石
屋
戸
神
話
以
外
で
も
祭
祀
に
関
わ
る
神
と
し
て
名
が
挙
が
っ
て
い

る
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
︿
正
文
﹀︿
一
書
第
二
﹀︿
一

書
第
三
﹀
に
共
通
し
て
﹁
忌
部
﹂﹁
中
臣
﹂
の
遠
祖
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
天
児
屋
命
の
仕
事
は
基
本
的
に
祈
禱
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
第
七
段
諸
伝
に
お
い
て
も
そ
の
職
掌
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
さ
ら
に
︿
正
文
﹀
冒
頭
に
﹁
八
十
万
神
会
合
於
天
安
河
辺
、
計
其
可
禱

之
方
﹂、︿
一
書
第
三
﹀
に
﹁
至
於
日
神
閉
居
于
天
石
窟
也
、
諸
神
遣
中
臣
連
遠
祖

興
台
産
霊
児
天
児
屋
命
而
使
祈
焉
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
天
石
屋
戸
神
話
に
お

い
て
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
招
き
出
す
祭
式
の
中
心
は
一
般
に
天
児
屋
命
ら
に
よ
る
祈

禱
行
為
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
中
で
も
特
に
天
児
屋
命
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
が

b
系
所
伝
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、﹁
天
児
屋
命
﹂
と
﹁
太
玉
命
﹂
が
並
列
表

記
さ
れ
、
他
の
神
々
の
活
動
と
並
ん
で
二
神
の
活
動
が
語
ら
れ
る
﹃
古
事
記
﹄
や

﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀
で
は
、
天
児
屋
命
は
他
の
神
々
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
優
越

性
を
も
た
ず
、
そ
の
活
動
も
全
体
の
中
で
目
立
ち
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
特
に
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
は
、
二
神
は
﹁
天
児
屋
命
﹂﹁
布

刀
玉
命
﹂
と
の
み
表
記
さ
れ
、
の
ち
に
天
孫
降
臨
条
に
至
っ
て
は
じ
め
て
﹁
故
、

其
天
児
屋
命
者
、︽
中
臣
連
等
之
祖
。︾
布
刀
玉
命
者
、︽
忌
部
首
等
之
祖
。︾
天
宇

受
賣
命
者
、︽
猿
女
君
等
之
祖
。︾
伊
斯
許
理
度
賣
命
者
、︽
作
鏡
連
等
之
祖
。︾
玉

祖
命
者
、︽
玉
祖
連
等
之
祖
。︾﹂
と
、
そ
れ
ぞ
れ
﹁
中
臣
連
等
之
祖
﹂﹁
忌
部
首
等

之
祖
﹂
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
れ
は
天
石
屋
戸
段
に
登
場
す
る
﹁
天
宇
受



六
一

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

賣
命
﹂﹁
伊
斯
許
理
度
売
命
﹂﹁
玉
祖
命
﹂
な
ど
の
神
々
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ

て
、﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
活
動
す
る
神
々
の
仕
事
に
各
々
の
後
裔

氏
族
の
職
掌
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀︿
一
書
第

二
﹀︿
一
書
第
三
﹀
諸
伝
に
み
ら
れ
る
﹁
猿
女
君
遠
祖
天
鈿
女
命
﹂﹁
鏡
作
部
遠
祖

天
糠
戸
﹂﹁
鏡
作
遠
祖
伊
弉
諾
尊
児
天
明
玉
﹂
な
ど
の
氏
族
始
祖
で
あ
る
こ
と
を

示
す
冠
称
を
伴
う
神
名
表
記
が
﹃
古
事
記
﹄
本
段
で
一
切
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
は
、

注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。﹁
⋮
而
﹂
の
連
続
で
語
ら
れ
る
平
坦
な
文
章
の
中
で
、

天
津
麻
羅
や
伊
斯
許
理
度
賣
命
等
と
な
ら
ん
で
八
百
万
神
に
使
役
さ
れ
、
ま
た
天

手
力
男
神
や
天
宇
受
賣
命
と
な
ら
ん
で
祭
式
の
準
備
を
す
る
こ
と
で
、
天
児
屋
命

と
太
玉
命
は
他
の
神
々
と
ほ
ぼ
同
等
の
存
在
と
し
て
機
能
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る

よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

天
児
屋
命
や
伊
斯
許
理
度
賣
命
等
の
神
々
が
氏
族
の
祖
先
神
で
あ
る
こ
と
を
記

さ
な
い
一
方
で
、﹁
思
金
神
﹂
の
み
﹁
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
﹂
で
あ
る
こ
と
を
明

記
す
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
は
、﹁
中
臣
連
遠
祖
﹂﹁
忌
部
遠
祖
﹂
と
し
て
﹁
天

児
屋
命
﹂﹁
太
玉
命
﹂
を
記
す
一
方
で
﹁
思
兼
神
﹂
が
タ
カ
ミ
ム
ス
ヒ
の
子
で
あ

る
こ
と
を
記
さ
な
い
﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀
と
対
照
的
で
あ
り
、﹁
天
児
屋
命
﹂

に
代
表
さ
れ
る
氏
族
始
祖
と
し
て
の
神
々
へ
の
関
心
が
相
対
的
に
低
く
、
逆
に
別

天
神
の
子
と
し
て
設
定
さ
れ
た
﹁
思
金
神
﹂
に
対
し
て
よ
り
注
意
が
向
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀
で
は
﹁
思
兼
神
﹂

も
﹁
天
児
屋
命
﹂﹁
太
玉
命
﹂
も
自
主
的
に
活
動
し
て
い
る
が
、﹃
古
事
記
﹄
で
は

い
ず
れ
も
特
定
の
﹁
個
﹂
で
は
な
く
﹁
集
団
﹂
と
し
て
の
﹁
八
百
万
神
﹂
に
使
役

さ
れ
る
か
た
ち
で
活
動
し
て
お
り
、﹁
八
百
万
神
﹂
の
地
位
が
相
対
的
に
高
い
。

﹃
古
事
記
﹄
と
﹃
日
本
書
紀
﹄︿
正
文
﹀
の
天
石
屋
戸
神
話
は
、
北
川
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
含
ま
れ
る
要
素
は
多
く
重
複
す
る
も
の
の
、
要
素
と
し
て
の
神
々
の
扱

い
は
大
き
く
異
な
り
、
そ
の
差
異
が
神
々
の
使
役
関
係
や
﹁
肩
書
き
﹂
の
有
無
等

の
異
同
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。﹃
古
事
記
﹄
本
段
に
お
け
る
神
々
の

関
係
性
、
ま
た
指
揮
系
統
の
あ
り
よ
う
に
は
、﹃
古
事
記
﹄
が
造
形
し
よ
う
と
す

る
﹁
高
天
原
﹂
と
い
う
世
界
の
構
造
・
性
格
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
み
た
と
き
、
氏
族
始
祖
と
し
て
の
神
々
の
個
性
が
抑
制
さ

れ
た
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
、﹁
天
児
屋
命
﹂
と
﹁
布
刀
玉
命
﹂
に
﹁
ウ

ラ
ナ
ヒ
マ
カ
ナ
フ
﹂
と
い
う
﹃
日
本
書
紀
﹄
諸
伝
に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
仕
事

が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

三
、『
古
事
記
』
の
ウ
ラ
ナ
ヒ

﹃
古
事
記
﹄
中
で
﹁
ウ
ラ
︵
卜
、
占
︶﹂
が
行
わ
れ
る
の
は
、
次
に
挙
げ
る
三
場

面
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
み
る
と
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
﹁
ウ
ラ

ナ
ヒ
﹂
は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
二
神
の
子
産
み
の
失
敗
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の

石
屋
戸
籠
り
、
皇
子
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
言
語
不
通
と
、
い
ず
れ
も
高
天
原
、
あ
る

い
は
国
家
の
大
事
に
際
し
、
そ
の
解
決
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

﹃
古
事
記
﹄
中
﹁
卜
﹂﹁
占
﹂
の
用
例

①  
於
是
、
二
柱
神
議
云
、﹁
今
吾
所
生
之
子
不
良
。
猶
宜
白
天
神
之
御
所
。﹂

即
共
參
上
、
請
天
神
之
命
。
尒
、
天
神
之
命
以
、
布
斗
麻
迩
尒
︽
此
五
字

以
音
。︾
卜
相
而
詔
之
、﹁
因
女
先
言
而
不
良
。
亦
還
降
改
言
。﹂
故
尒
、
返
降
、



六
二

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

更
往
廻
其
天
之
御
柱
如
先
。

②  
是
以
、
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
、
神
集
々
而
、︽
訓
集
云
都
度
比
。︾
高

御
産
巣
日
神
之
子
、
思
金
神
令
思
︽
訓
金
云
加
尼
。︾
而
、
集
常
世
長
鳴

鳥
、
令
鳴
而
、
⋮
⋮
召
天
兒
屋
命
・
布
刀
玉
命
︽
布
刀
二
字
以
音
。
下
效

此
。︾
而
、
内
拔
天
香
山
之
真
男
鹿
之
肩
拔
而
、
取
天
香
山
之
天
之
波
々
迦

︽
此
三
字
以
音
。
木
名
。︾
而
、
令
占
合
麻
迦
那
波
而
、︽
自
麻
下
四
字
以

音
。︾
天
香
山
之
五
百
津
真
賢
木
矣
、
根
許
士
尒
許
士
而
、︽
自
許
下
五
字

以
音
。︾
⋮
⋮

③  

於
是
、
天
皇
患
賜
而
、
御
寝
之
時
、
覺
于
御
夢
曰
、﹁
修
理
我
宮
如
天
皇

之
御
舎
者
、
御
子
必
真
事
登
波
牟
︽
自
登
下
三
字
以
音
。︾﹂
如
此
覺
時
、

α
布
斗
摩
迩
々
占
相
而
、
求
何
神
之
心
、
尒
祟
、
出
雲
大
神
之
御
心
。
故
、

其
御
子
令
拝
其
大
神
宮
将
派
遣
之
時
、
令
副
誰
人
者
吉
。
尒
、
曙
立
王

β
食
卜
。
故
、
科
曙
立
王
、
令
宇
氣
比
白
、︽
宇
氣
比
三
字
以
音
。︾﹁
因

拝
此
大
神
、
誠
有
験
者
、
住
是
鷺
巣
池
之
樹
鷺
乎
、
宇
氣
比
落
。﹂、
如
此

詔
之
時
、
其
鷺
堕
地
死
。
⋮
即
曙
立
王
・
菟
上
王
二
王
、
副
其
御
子
遣
時
、

自
那
良
戸
遇
跛
・
盲
。
自
大
坂
戸
亦
遇
跛
・
盲
。
唯
木
戸
是
掖
月
之
吉
戸

γ
卜
而
、
出
行
之
時
、
毎
到
坐
地
、
定
品
遅
部
也
。

①
で
は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
二
神
の
発
言
﹁
今
吾
所
生
之
子
不
良
﹂
に
対

し
て
、﹁
卜
相
﹂
の
後
に
天
神
が
﹁
因
女
先
言
而
不
良
﹂
と
二
神
に
指
示
を
し
て

い
る
の
で
、﹁
卜
相
﹂
の
目
的
は
二
神
の
子
が
﹁
不
良
﹂
だ
っ
た
こ
と
の
原
因
を

知
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
二
神
に

指
示
を
請
わ
れ
た
天
神
は
、
卜
相
に
よ
っ
て
さ
ら
に
上
位
存
在
の
意
向
を
請
い
、

そ
の
結
果
に
従
い
二
神
に
指
示
を
出
し
た
こ
と
と
な
る
。

寺
川
眞
知
夫
氏

9

は
、
著
書
﹃
古
事
記
神
話
の
研
究
﹄
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

も
と
よ
り
、
こ
こ
で
は
高
天
原
に
お
け
る
身
を
隠
し
た
神
と
身
を
現
し
て
い

る
神
と
の
関
係
に
当
て
は
め
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
天
原
に
お

け
る
布
斗
麻
迩
は
ほ
か
に
も
天
石
屋
戸
条
に
み
え
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り

で
あ
る
。
高
天
原
に
お
い
て
も
、
神
意
を
伺
う
技
術
と
し
て
存
在
し
た
と
の

設
定
で
あ
る
が
、﹁
布
斗
麻
迩
﹂
で
卜
っ
て
詔
し
た
天
神
は
身
体
的
行
動
を

な
し
え
る
神
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
ら
の
神
が
自
ら
判
断
を
下
さ
ず
、
布
斗

麻
迩
で
卜
っ
た
の
は
、
天
神
自
ら
こ
の
事
態
を
判
断
で
き
ず
、
ほ
か
の
上
位

の
神
の
判
断
を
仰
ぐ
必
要
を
認
め
た
か
ら
で
あ
る
。
絶
対
神
で
あ
っ
た
と
す

る
と
こ
う
し
た
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

天
神
が
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
二
神
の
上
申
に
返
答
す
る
に
あ
た
っ
て
﹁
卜

相
﹂
を
行
っ
た
理
由
を
﹁
天
神
自
ら
こ
の
事
態
を
判
断
で
き
ず
、
ほ
か
の
上
位
の

神
の
判
断
を
仰
ぐ
必
要
を
認
め
た
か
ら
﹂
と
す
る
寺
川
氏
の
指
摘
は
注
目
さ
れ

る
。
氏
の
指
摘
を
参
考
に
﹁
な
ぜ
卜
占
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
た
か
﹂
と
い
う

点
に
つ
い
て
他
二
例
を
み
て
み
る
と
、
③
α
に
つ
い
て
は
垂
仁
天
皇
の
夢
に
お
い

て
名
乗
ら
な
か
っ
た
神
の
名
を
卜
占
に
よ
っ
て
し
か
知
る
方
法
が
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
、
β
・
γ
に
関
し
て
も
人
選
や
道
の
選
定
と
い
う
実
用
的
な
目
的
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
②
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
は
、﹁
八
百
万
神
﹂﹁
思
金
神
﹂

な
ど
の
高
天
原
の
神
々
だ
け
で
は
事
態
の
有
効
な
打
開
策
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
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三

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

な
か
っ
た
た
め
に
、﹁
占
合
﹂
と
い
う
手
段
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

な
お
、
先
に
も
述
べ
た
が
、
①
・
②
・
③
α
の
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
は
い
ず
れ
も
﹁
フ

ト
マ
ニ
﹂
と
い
う
卜
占
法
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
に
つ
い
て

は
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
﹃
古
事
記
﹄

0

が
﹁
原
文
﹃
布
斗
麻
邇
﹄
の
﹃
ふ
と
﹄
は

﹃
太
﹄
で
、
立
派
な
と
い
う
称
辞
。﹃
ま
に
﹄
は
神
意
の
ま
に
ま
に
の
意
で
、
神

意
を
判
ず
る
卜
占
を
い
う
。
古
く
は
、
鹿
の
肩
骨
を
焼
き
、
ひ
び
の
入
り
方
で
判

じ
、
奈
良
時
代
末
に
は
亀
甲
を
用
い
た
。﹂
と
説
明
し
て
お
り
、﹃
古
事
記
﹄
編
纂

時
点
で
は
亀
甲
を
用
い
る
卜
占
法
が
主
流
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
天
石
屋
戸
条

に
﹁
内
抜
天
香
山
之
真
男
鹿
之
肩
抜
而
﹂
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、﹃
古
事
記
﹄
の

﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
は
古
い
方
法
を
指
す
も
の
と
知
れ
る
。
西
郷
信
綱
氏

!

は
、
こ
う
し

た
鹿
卜
と
し
て
の
﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
に
つ
い
て
、﹁
し
か
し
通
説
の
よ
う
に
、
こ
れ

を
日
本
最
古
の
卜
法
と
考
え
る
だ
け
で
は
正
確
で
な
い
。
お
そ
ら
く
フ
ト
マ
ニ
と

は
大
事
に
さ
い
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
宮
廷
の
公
式

0

0

︵
傍
点
マ
マ
︶
の
卜
法
の
こ
と

で
、
そ
し
て
記
紀
時
代
、
具
体
的
に
は
そ
れ
は
鹿
の
肩
骨
を
灼
く
法
を
指
す
と
い

う
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。﹂
と
、
多
様
な
方
法
が
あ
る
卜
占
の
中
で

も
﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
が
国
家
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
卜
占
法
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。
氏
の
指
摘
に
し
た
が
え
ば
、﹃
古
事
記
﹄
中
の
三
例
に
つ
い
て
も
、
高

天
原
や
国
家
の
危
機
を
、﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
と
い
う
公
式
の
卜
占
法
に
よ
っ
て
克
服

し
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
諸
伝
で
は
、﹁
天
児
屋
命
﹂
な
ど
に
よ
る
祈
禱
が
一
連
の

活
動
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
も
、
神
々
の
活

動
の
一
つ
と
し
て
﹁
天
児
屋
命
、
布
刀
詔
戸
言
禱
白
而
﹂
の
一
節
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、﹃
古
事
記
﹄
で
は
﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
と
い
う
活
動
が

挿
し
挟
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
天
原
に
集
っ
た
神
々
の
判
断
の
み
で
は
祭
式

の
方
針
を
定
め
ら
れ
ず
、﹁
占
合
﹂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
に
頼
っ
て
祭

式
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
、
書
紀
諸
伝
に
は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
展
開
を
み
せ
て

い
る
。

四
、
ウ
ラ
ナ
ヒ
の
結
果
と
し
て
の
「
神
意
」

先
述
の
よ
う
に
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
け
る
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
は
い
ず
れ
も
高
天
原

や
国
家
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
の
解
決
の
た
め
に
行
わ
れ
る
。
櫻
井
満
氏
は
、

古
代
に
お
け
る
卜
占
術
の
発
達
に
つ
い
て
、
著
書
﹃
万
葉
び
と
の
世
界
―
民
族
と

文
化
―
﹄

@

の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
前
兆
に
よ
る
占
い
か
ら
、
集
団
生
活
の
た
め
の
統
一
と
権
威
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
人
為
的
な
卜
占
術
が
生
み
出
さ
れ
、
発
達
し

て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
ウ
ラ
に
当
て
ら
れ
た
﹁
卜
﹂
と
い
う
文
字
は
、
神
意

を
判
断
す
る
た
め
に
亀
甲
や
獣
骨
を
焼
い
て
あ
ら
わ
れ
る
亀
裂
を
象
形
し
た

も
の
で
あ
る
。﹁
占
﹂
は
そ
の
﹁
卜
﹂
と
﹁
口
﹂
の
合
字
で
、﹁
口
﹂
は
祝
禱

を
収
め
る
器
の
形
と
み
ら
れ
、
神
に
祈
り
な
が
ら
占
象
を
み
て
神
意
を
判
断

す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

　

古
代
の
占
い
は
政
治
に
結
び
付
き
、
皇
位
継
承
者
や
神
田
・
宮
地
を
選

び
、
祭
る
べ
き
神
や
吉
日
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
不
猟
や
病
気
の
原
因

を
求
め
た
り
も
し
て
い
る
。



六
四

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

櫻
井
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、﹁
集
団
生
活
の
た
め
の
統
一
と
権
威
﹂
を
求
め
る

こ
と
が
人
為
的
な
卜
占
術
の
発
達
の
背
景
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
卜
占
の
結

果
と
し
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
は
そ
の
集
団
に
共
有
さ
れ
る
絶
対
的
な
判
断
基
準

と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
に
お
け
る
﹁
占
合
﹂
に

つ
い
て
も
、﹁
八
百
万
神
﹂
が
主
導
し
て
祭
式
を
行
う
に
あ
た
り
、﹁
占
合
﹂
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
を
方
針
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
で
、﹁
八
百
万
神
﹂

や
﹁
八
百
万
神
﹂
に
使
役
さ
れ
る
思
金
神
や
伊
斯
許
理
度
賣
命
、
天
児
屋
命
な
ど

の
神
々
す
べ
て
を
﹁
神
意
﹂
と
い
う
権
威
の
下
に
組
み
込
み
統
一
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

で
は
、
こ
の
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
は
ど
こ
に
帰
属
す

る
の
だ
ろ
う
か
。﹃
古
事
記
﹄
中
で
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
が
行
わ
れ
る
三
例
す
べ
て
に

お
い
て
、﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
た
﹁
神
意
﹂
が
何
れ
の
神
の
も
の
で
あ
る

の
か
﹃
古
事
記
﹄
は
明
記
し
な
い
。
寺
川
氏

#

は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
二
神
の

子
産
み
失
敗
に
際
し
天
神
が
行
っ
た
﹁
布
斗
麻
迩
尒
卜
相
﹂
に
つ
い
て
、
別
天
神

に
つ
い
て
の
﹁
身
を
隠
す
﹂
と
い
う
表
現
を
﹁
高
天
原
に
お
い
て
身
を
現
し
て
い

る
神
々
の
前
か
ら
姿
を
隠
し
、
よ
り
上
位
の
神
と
し
て
影
響
力
を
も
つ
神
と
な
る

こ
と
で
あ
る
と
理
解
﹂
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

す
な
わ
ち
伊
耶
那
岐
命
・
伊
耶
那
美
命
に
言
依
を
し
た
天
神
諸
、
さ
ら
に
二

神
に
命
を
請
わ
れ
、﹁
布
斗
麻
迩
﹂
を
し
て
詔
し
た
天
神
は
神
代
七
代
ま
で

の
神
々
の
う
ち
、
身
を
隠
さ
ず
、
身
体
的
行
動
を
と
り
え
た
神
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
い
ず
れ
の
神
か
と
い
え
ば
、
神
代
七
代
の
三
代
か
ら

六
代
ま
で
の
神
々
の
う
ち
に
あ
る
。
他
方
、
天
神
に
﹁
布
斗
麻
迩
﹂
で
神
意

を
問
わ
れ
た
神
は
身
を
隠
し
た
別
天
神
五
神
と
七
代
の
神
の
最
初
の
二
代
の

神
の
う
ち
に
あ
る
。

﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て
、
問
題
の
解
決
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
呪
的
行
為
と

し
て
は
、
他
に
﹁
ウ
ケ
ヒ
﹂
や
夢
の
中
で
の
託
宣
、
神
帰
せ
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

う
ち
夢
の
中
で
の
託
宣
や
神
帰
せ
は
特
定
の
神
か
ら
の
言
語
を
用
い
た
通
信
で
あ

る
こ
と
が
、﹁
大
物
主
大
神
顕
於
御
夢
曰
、
⋮
﹂︵
崇
神
︶、﹁
覚
于
御
夢
曰
⋮
求
何

神
之
心
、
尓
祟
、
出
雲
大
神
之
御
心
﹂︵
垂
仁
︶、﹁
今
如
此
言
教
之
大
神
者
、
欲

知
其
御
名
﹂
等
の
表
現
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
一
方
﹁
ウ
ケ
ヒ
﹂
に
お
い
て
は
、
た

と
え
ば
香
坂
王
・
忍
熊
王
の
﹁
宇
気
比
狩
﹂
に
お
い
て
、
香
坂
王
が
大
猪
に
食
わ

れ
た
と
い
う
結
果
が
特
定
の
神
の
意
思
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
上
巻
で
大
山
津
見
神
が
長
寿
と
繁
栄
を
そ
れ
ぞ
れ
担
う
姉
妹
を
ニ

ニ
ギ
に
﹁
宇
気
比
弖
貢
進
﹂
し
た
例
で
も
、
結
果
と
し
て
姉
を
送
り
返
し
た
の
は

ニ
ニ
ギ
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
の
意
思
は
介
在
し
な
い
。

櫻
井
満
氏

$

は
、
卜
占
一
般
に
つ
い
て
、﹁
卜
占
は
特
定
の
神
に
対
す
る
祈
願
と

は
ち
が
う
。
何
に
で
も
意
志
が
は
た
ら
く
こ
と
を
信
じ
た
敬
虔
な
人
び
と
の
生
き

る
こ
こ
ろ
の
指
標
で
あ
っ
た
。﹂
と
述
べ
て
い
る
。﹃
古
事
記
﹄
中
の
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂

や
﹁
ウ
ケ
ヒ
﹂
に
つ
い
て
も
、
得
ら
れ
た
結
果
と
し
て
の
﹁
神
意
﹂︵
桜
井
氏
の

い
う
﹁
意
志
﹂︶
の
帰
属
先
と
し
て
﹁
特
定
の
神
﹂
を
想
定
す
る
こ
と
は
適
切
で

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
は
、﹁
特

定
の
神
﹂
の
よ
う
な
個
別
的
存
在
の
意
志
で
は
な
く
、﹃
古
事
記
﹄
に
存
在
す
る

す
べ
て
の
神
々
や
人
び
と
が
無
条
件
に
従
う
べ
き
権
威
あ
る
い
は
指
標
と
し
て
機

能
し
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
夢
や
神
帰
せ
に
よ
る



六
五

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

神
か
ら
の
教
示
や
﹁
ウ
ケ
ヒ
﹂
の
結
果
が
﹁
因
拝
此
大
神
誠
有
験
者
⋮
﹂︵
垂
仁
︶、

﹁
天
皇
⋮
謂
為
詐
神
而
﹂︵
仲
哀
︶、﹁
其
弟
忍
熊
王
、
不
畏
其
態
﹂︵
仲
哀
︶
な
ど

と
あ
る
よ
う
に
、
受
信
者
の
資
質
も
関
わ
る
と
は
い
え
必
ず
し
も
信
用
・
尊
重
さ

れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
に
対
し
、﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
は
﹃
古
事
記
﹄
中
の
三
例
す
べ

て
の
場
合
に
お
い
て
条
件
設
定
・
結
果
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
全
く
説
明
が
な
い

ま
ま
、
そ
の
結
果
が
た
だ
ち
に
次
の
活
動
に
結
び
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、﹃
古

事
記
﹄
に
お
け
る
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
の
信
頼
性
の
高
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
不
在
の
高
天
原
に
お
い
て
特
定
の

神
が
主
導
し
て
問
題
を
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
残
さ
れ
た
神
々
が
﹁
ウ
ラ
ナ

ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
﹁
神
意
﹂
を
方
針
と
し
て
共
有
し
事
態
を
収
束
さ
せ

る
と
い
う
方
式
を
採
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、﹃
古
事
記
﹄
に
お
い
て

﹁
フ
ト
マ
ニ
﹂
に
よ
る
卜
占
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
る
の
は
高
天
原
・
国
家
の
重

要
な
局
面
に
限
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
﹁
神
意
﹂
は
﹃
古
事
記
﹄
全
体

を
貫
く
絶
対
的
な
指
標
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。﹃
古
事
記
﹄
天

石
屋
戸
段
で
は
思
金
神
や
伊
斯
許
理
度
賣
等
の
神
々
に
指
令
を
下
す
存
在
と
し

て
﹁
八
百
万
神
﹂
の
地
位
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
﹁
八
百
万
神
﹂
が

﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
と
い
う
手
段
を
用
い
て
ア
マ
テ
ラ
ス
を
招
き
だ
す
祭
式
を
完
成
さ

せ
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
伊
耶
那
岐
・
伊
耶
那
美
に
子
生
み
の
失
敗
を
報
告
さ
れ

た
﹁
天
神
﹂
が
﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
た
﹁
神
意
﹂
を
も
と
に
二
神
に
回
答

し
た
状
況
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
天
神
﹂
も

﹁
八
百
万
神
﹂
も
高
天
原
に
お
い
て
あ
る
程
度
上
位
の
神
々
で
あ
る
が
、
絶
対
的

な
判
断
能
力
を
持
つ
わ
け
で
は
な
く
、﹁
ウ
ラ
ナ
ヒ
﹂
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
﹁
神

意
﹂
に
頼
る
こ
と
で
問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
不
在

の
天
石
屋
戸
段
に
お
い
て
、
高
天
原
が
自
身
の
内
部
で
問
題
を
解
決
す
る
能
力
を

も
た
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
マ
テ
ラ
ス
は
イ
ザ
ナ

キ
か
ら
高
天
原
の
統
治
を
任
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
の
ち
に
ア
マ
テ
ラ
ス
と
タ

カ
ミ
ム
ス
ヒ
︵
タ
カ
ギ
︶
の
主
導
の
も
と
、
高
天
原
は
試
行
錯
誤
の
末
に
ホ
ノ
ニ

ニ
ギ
を
地
上
に
降
臨
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
す
る
。﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
は
、

ア
マ
テ
ラ
ス
を
欠
い
た
高
天
原
に
お
い
て
全
体
を
主
導
す
る
﹁
個
﹂
が
存
在
せ
ず
、

自
力
で
困
難
を
克
服
で
き
な
い
様
子
を
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
天
原
の
自

立
し
た
意
思
決
定
に
統
治
者
ア
マ
テ
ラ
ス
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
強
調

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

※  

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
九
日
に
中
村
学
園
大
学
に
て
行
わ
れ
た
古
事
記
学
会
大
会

で
の
口
頭
発
表
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

※  ﹃
古
事
記
﹄
か
ら
の
引
用
は
、
西
宮
一
民
編
﹃
古
事
記　

修
訂
版
﹄︵
六
刷
︶、
お
う
ふ
う
、

二
〇
一
二
年
に
よ
る
。
ま
た
、﹃
日
本
書
紀
﹄
か
ら
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全

集
2
﹃
日
本
書
紀
︵
1
︶﹄
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正

守
校
注
・
訳
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
に
よ
る
。
と
も
に
、
一
部
字
体
を
改
め
た
。
ま
た
、

分
注
は
︽
二
重
鉤
括
弧
︾
で
示
す
。

注1
　

 ﹃
日
本
書
紀
﹄
第
七
段
諸
伝
の
中
に
は
、﹃
古
事
記
﹄
の
﹁
天
照
大
御
神
﹂
に
相
当

す
る
神
を
﹁
天
照
大
神
﹂
と
表
記
す
る
所
伝
と
﹁
日
神
﹂
と
表
記
す
る
所
伝
と
が
存

在
す
る
。

　

2

　

 

山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
校
注
﹃
古
事
記
﹄︵
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
一
︶
小



六
六

﹁
令
占
合
麻
迦
那
波
而
﹂
に
み
る
﹃
古
事
記
﹄
天
石
屋
戸
段
の
構
想
︵
折
原
︶

学
館
、
一
九
九
七
年
、
六
四
頁
頭
注
一

　
3

　
 ﹁

占
合
麻
迦
那
波
﹂
二
字
目
の
﹁
合
﹂
字
、
真
福
寺
本
・
道
果
本
・
道
祥
本
・
春

瑜
本
・
鈴
鹿
本
・
前
田
本
・
猪
熊
本
い
ず
れ
も
﹁
令
﹂
字
を
書
い
て
い
る
が
、﹁
合
﹂

と
﹁
令
﹂
は
字
体
が
類
似
し
て
い
て
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
記
紀
の

他
例
に
よ
り
﹁
合
﹂
と
と
る
。
ま
た
、
三
字
目
﹁
麻
﹂
字
、
真
福
寺
本
・
道
祥
本
・

春
瑜
本
が
﹁
鹿
﹂
の
異
体
字
を
書
い
て
い
る
が
、﹁
麻
﹂
と
﹁
鹿
﹂
も
混
乱
を
生
じ

や
す
い
字
で
あ
る
の
で
、
卜
部
系
諸
本
に
し
た
が
い
﹁
麻
﹂
字
に
訂
す
る
。

　

4

　

 

丸
山
林
平
﹃
上
代
語
辞
典
﹄
明
治
書
院
、
一
九
六
七
年
に
﹁
う
ら
︹
占
・
卜
︺
吉

凶
を
判
断
す
る
こ
と
。
こ
れ
に
行
動
を
意
味
す
る
﹁
な
ふ
﹂
の
接
尾
語
が
つ
い
て
、

動
詞
﹁
う
ら
な
ふ
﹂
と
な
る
。
上
古
は
、
牡
鹿
の
肩
の
骨
を
焼
い
て
、
そ
の
割
れ

目
の
模
様
に
よ
っ
て
判
断
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
西
村
真
次
の
説
の
ご

と
く
、
ツ
ン
グ
ー
ス
語
の
鹿
か
ら
来
た
シ
ャ
ー
マ
ン
的
民
族
で
あ
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。︵
後
略
︶﹂、
ま
た
﹃
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版
﹄
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
～

二
〇
〇
二
年
に
﹁︵
心
の
意
の
﹁
う
ら
﹂
と
関
係
が
あ
る
語
か
と
い
わ
れ
る
︶
神
意

を
う
か
が
う
こ
と
。
事
物
に
あ
ら
わ
れ
る
現
象
や
兆
候
に
よ
っ
て
、
疑
問
の
点
を

た
だ
し
た
り
、
事
の
成
否
や
吉
凶
を
予
想
し
た
り
判
定
し
た
り
す
る
方
法
。
古
く

は
、
鹿
の
骨
や
亀
の
甲
を
焼
い
て
、
そ
の
時
に
で
き
る
裂
け
目
や
模
様
で
う
ら
な

う
方
法
が
あ
り
、﹁
太
占
︵
ふ
と
ま
に
︶﹂﹁
亀
卜
︵
か
め
の
う
ら
︶﹂
な
ど
と
呼
ば

れ
た
。︵
後
略
︶﹂
な
ど
と
あ
る
。

　

5

　

 ﹃
上
代
語
辞
典
﹄
の
﹁
ふ
と
ま
に
︹
太
占
︺﹂
の
項
に
﹁
上
代
、
鹿
の
肩
の
骨
に
溝

を
掘
り
、
木
を
箸
の
よ
う
に
削
り
、
そ
の
木
に
火
を
つ
け
て
骨
を
焼
き
、
骨
の
亀

裂
の
形
を
見
て
、
吉
凶
を
判
断
す
る
こ
と
。﹂
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
天
石
屋
戸
段

の
﹁
占
合
﹂
も
﹁
太
占
﹂
で
あ
る
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

6

　

 ﹃
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
﹄
三
省
堂
、
一
九
六
七
年
、﹁
ま
か
な
ふ
﹂
の
項

　

7

　

 

北
川
和
秀
﹁
古
事
記
上
巻
と
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
﹂﹃
文
学
﹄
四
八
―
五
、

一
九
八
〇
年
五
月

　

8

　

 

西
郷
信
綱
﹃
古
事
記
注
釈
﹄
第
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
五
年
、
三
二
一
頁
七
行
～

一
三
行

　

9

　

 

寺
川
眞
知
夫
﹃
古
事
記
神
話
の
研
究
﹄
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
一
三
三
頁

　

0

　

 

新
潮
日
本
古
典
集
成
﹃
古
事
記
﹄
新
潮
社
、
一
〇
七
九
年
、
三
〇
頁
頭
注
二

　

!

　

 

前
掲
﹃
古
事
記
注
釈
﹄
第
一
巻
、
一
一
八
頁
五
～
七
行

　

@

　

 

櫻
井
満
﹃
万
葉
び
と
の
世
界
―
民
族
と
文
化
―
﹄
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、

一
四
七
頁
一
三
行
～
一
四
八
頁
二
行

　

#

　

 

前
掲
﹃
古
事
記
神
話
の
研
究
﹄
一
三
二
頁
～
一
三
四
頁

　

$

　

 

櫻
井
満
﹃
道
の
島
の
祭
り
﹄
櫻
井
満
著
作
集
第
十
巻
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
〇
年
、

三
七
九
頁
十
行
～
三
八
〇
頁
一
行


